
近年、日本では、循環型社会を目指し、３Ｒの取り組みが進められている。しかしながら、リサイクル製品の環境安
全性評価手法は未成熟な状況である。また３Ｒを推進したとしても処理の必要な最小限の廃棄物は発生し、最終処分
場に搬入されることになる。本研究室では、このような現状に対応すべく、最終処分場における焼却残渣・不燃破砕
残渣・各種産業廃棄物中の金属等有害物質挙動、リサイクル製品の環境安全性・試験法、周辺環境保全技術、浸出対
策技術などをテーマとし検討を行っている。
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